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り,Pbの摂取量 (20.5〃g/日)は日本 (6.2〃g/日)と比べて約 3倍の高い値を示 した｡Cd血中濃度












論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本研究は韓国一般住民のCdとPbに対する曝露の程度を明らかにすることを目的にした｡大都市 (ソ
ウル,釜山),小都市 (天安),および農相 (ハマン)に住む30代～40代の健康な非喫煙成人女性計141名
から提出された24時間全食物,米飯および静脈血を試料として湿式灰化を行い,自動注入無炎原子吸光法
によりCdとPbの濃度を求めた｡一日経口摂取量の幾何平均借は21.2〃gCd/日および20.5〃gPb/日,
血中濃度の幾何平均値は1.27ngCd/mlおよび44.3ng/mlであった｡米飯摂取による摂取量は3.73pg
Cd/日,1.97〟gPb/日であり,それぞれ一日経口摂取量の23.4%と11.7%を占めた｡経口的にはCdは
1.07-1.82〟g/日が吸収され,Pbは1.38-1.71〃g/日が吸収されると推定された｡日本と比べると韓国
のCd摂取量は69%の低値であり,Pb摂取量は約3倍の高値であった｡血中Cd濃度は日本の60%と低
く,血中Pb濃度は1.6倍の高い倍であった｡世界各国との比較では,Cdの摂取量と血中濃度はヨーロッ
パ ･アメリカの報告に比べてほぼ同じ値,Pbの摂取量はやや低値,血中濃度はやや高値を示した｡
以上の研究は,韓国における有害重金属曝露の現状解明に貢献し,環境保健学の発展に寄与するところ
が大きい｡
したがって,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成8年12月5日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
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められたものである｡
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